
「みんなの翻訳」マニュアル

「みんなの翻訳」運営チーム

2011年 1月 26日

目 次

1 アクセスと環境 3

2 登録と個人での利用 3
2.1 登録 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3
2.2 ユーザ設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3
2.3 QReditで翻訳する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4

2.3.1 準備 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5
2.3.2 QReditを立ち上げる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5
2.3.3 書誌（文書）情報を入力する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6
2.3.4 QReditを使って翻訳する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 7
2.3.5 原文段落と翻訳文段落の対応 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8
2.3.6 翻訳した文書を保存する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9

2.4 QReditブックマークレットを活用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9
2.5 自分の文書を管理する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

3 グループ利用 11
3.1 ゆるやかなグループの定義と共同編集 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11

3.1.1 グループを定義する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11
3.1.2 共同編集 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12

3.2 翻訳プロジェクト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13
3.2.1 プロジェクトを定義（作成）する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13
3.2.2 翻訳文書を登録する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
3.2.3 翻訳する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14

3.3 グループ間のコミュニケーション . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
3.3.1 メッセージ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
3.3.2 掲示板 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 14
3.3.3 翻訳リクエスト登録・質問登録 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

1



4 参照情報源 15
4.1 翻訳メモリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15
4.2 対訳用語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

4.2.1 用語登録 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15
4.2.2 登録した用語の活用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16

5 経験の浅い翻訳者の学習支援機能 16
5.1 履歴表示機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16
5.2 対訳閲覧機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 17

1 アクセスと環境

　「みんなの翻訳」は http://trans-aid.jp/ からアクセスできます。無料で公開されてお

り、どなたでも登録して機能を活用することができます。「みんなの翻訳」は、Firefox、Google
Chrome、マックの Safari、およびWindowsの Internet Explorer (IE) 8に対応しています。IE7
以前では使えません。Firefoxの利用をお勧めしています。

2 登録と個人での利用

2.1 登録

　「みんなの翻訳」にアクセスするとメイン・ページ左側に「新規登録はこちら」というボタ

ンがあります。新規登録の際はここをクリックしてください。そして、

1. 「1. みんなの翻訳 ID設定」で、ユーザ ID（半角 8文字以内）、パスワード（6文字～12
文字）を指定し、パスワード（確認用）欄でもう一度パスワードを入れたのち、翻訳言

語を選びます（現在は英日／日英だけです）。

2. パスワードを忘れたときのために、「2. 秘密の質問と答え」で質問を選び、答えを入れて
ください。

3. 「3. 認証コード」で図に示された 3つの赤い文字を入力して下さい。

4. 「4. 利用規約」をお読みになり、「利用規約に同意して登録する」をクリックすると、ア
カウントができます。なお、利用規約をスクロールして最後まで読まないと、「利用規約

に同意して登録する」をクリックできません。

これで、あなたのアカウントができました。最初の画面は、図 1のようになっています。ここ
で「初めての方へ」のロゴをクリックすると、簡単な使い方の説明を見ることができます。
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図 1. 登録したときの個人スペース

　あなたの個人スペースから「みんなの翻訳」のメインページに行くときには、「みんなの翻

訳」ロゴをクリックして下さい。

　画面の左側キャビネットには、ボタンが並んでいます。「自分の文書」、「他人の文書」、「メッ

セージ」、「プロジェクト」、「掲示板」、「ブックマーク」、「質問」、「用語」、「翻訳リクエスト」、

「本棚」、「翻訳者管理」、「ユーザー設定」の 12個です。以下、本マニュアルでは、個人での簡
単な利用方法から始めて、グループ利用、翻訳プロジェクトの管理を含む、高度な利用につい

て説明していきます。

2.2 ユーザ設定

「ユーザ設定」から、基本的な設定を行うことができます。「ユーザ設定」をクリックしたとき

に現れる 3つのボタンは、以下の機能を担っています。

プロフィール あなたのプロフィールを設定します。ユーザ登録時にすでに指定した情報は改め

て指定しなくてもかまいません。ぜひ、あなたを識別するための画像をアップロードし

てください。ご自身の顔写真等である必要はありません。できれば自己紹介もすると楽

しみが増します。「更新」ボタンをクリックすると、設定が完了します。
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基本設定 主に、「みんなの翻訳」組込み翻訳支援エディタQReditの設定を行う場所です。詳
細はページの説明をお読み下さい。最初は特に設定を変更する必要はないでしょう。

辞書引き対象設定 QReditからは、三省堂の大規模高品質辞書『グランドコンサイス英和辞典』
をはじめ、いくつかの辞書を参照することができます。お好みに応じて、辞書引き対象

を選ぶ場所です。最初は特に設定を変更する必要はないでしょう。

　あなたの個人スペースのメインに戻るときには、左上にあるあなたの写真をクリックして下

さい。プロフィールの設定で画像をアップロードしていない場合は、人の上半身ロゴ（黄色）

が出ています。

2.3 QReditで翻訳する

　さて、設定が終わったら、「みんなの翻訳」に組み込まれた翻訳支援エディタQReditを使っ
て翻訳をやってみましょう。

2.3.1 準備

　まず、準備からです。「みんなの翻訳」ページからのポップアップを許可するようにあなたの

ブラウザを設定して下さい。

• Firefox 3.5や 3.6の場合は、「編集」→「設定」→「コンテンツ」を辿ると、「ポップアッ
プウィンドウをブロックする」という選択がありますから、そこのチェックを外すか、あ

るいは「許可」サイトに http://trans-aid.jp/を登録して下さい。

• Sarafi (5.0.3)では、「Safari」→「環境設定」→「セキュリティ」で、「ポップアップウィ
ンドウを開かない」のチェックをはずします。

• Google Chromeでは、スパナロゴをクリックし、「設定」→「高度な設定」から、「コン
テンツの設定機能」の「ポップアップ設定例外」を選び、そこに trans-aid.jpを指定

して「許可する」を選びます。

2.3.2 QReditを立ち上げる

　さて、「みんなの翻訳」ロゴのすぐ下に、「翻訳文書の新規作成」の枠があります。QReditは
ここから立ち上げますが、そのときに、二通りのやり方があります。

1. まず実行ボタンを押して、QReditが立ち上がったら、原文領域に翻訳したい文書のテキ
ストをコピペすることです。

2. 翻訳したい文書のURLアドレスを入れて実行ボタンを押す方法、あるいは、

URLのアドレスを入れて実行する場合、HTMLのタグ解析に失敗することが多いので、第 1
の方法をお勧めします。また、「(テキストのみ。doc,xls,pdf,ppt等は対象外)」とありますが、
テキスト領域を docや xls、pdfなどからコピペすればもちろんOKです。
　この他に、2.4で説明するQReditブックマークレットを利用した方法があります。ウェブ上
の文書を翻訳する機会が多い方は、QReditブックマークレットを利用するととても便利です。
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図 2. QReditの初期画面

　最初に「実行」ボタンを押して QReditを立ち上げたときには、すぐに QReditが立ち上が
るのではなく、もう一つのページが現れ、「みんなの翻訳」における著作権の扱いに同意するか

どうか聞いてきます（どうか、同意して下さい）。一回同意したのちに、今後はQReditを立ち
上げるときにこのページが出ないようにするためには、「次回以降は・・・・・・このメッセージを表

意しない」にチェックを入れた上で、「同意して翻訳文書を作成する」をクリックします。そう

すると、QReditが別ウィンドウとして立ち上がります。あなたのブラウザのポップアップを許
可しないでQReditを立ち上げようとすると、「編集画面起動に失敗しました。ページを再読込
みしますか？」というメッセージの小窓が現れます。慌てずに「OK」をクリックし、現れる画
面の「別ウィンドウで開く」をクリックすると、QReditは立ち上がりますが、これは煩わしい
ので、上で述べたように、http://trans-aid.jp/からのポップアップを許可しておくとよい

でしょう。

　図 2は、URLを指定せずにQReditを立ち上げたときのQReditの初期画面です。
　QReditのウィンドウ上部には、書誌情報（文書のタイトルや著者などの情報です）を入力
する領域があり、下部に原文領域と翻訳文領域の二つのパネルからなる翻訳支援エディタ領域

が表示されます。
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図 3. 公開設定を行う小ポップアップ・ウィンドウ

2.3.3 書誌（文書）情報を入力する

　書誌情報のうち、原文タイトルと翻訳タイトルは必須です。タイトルのないテキストを翻訳

するときには、何らかの目安になるような仮タイトルを入れてください。オンラインの文書に

は URLアドレスも入れましょう。文書タグも付けておくと、あとでその文書を探すときに便
利ですし、読者にとっても親切です。

　「文書アクセス権」の設定は、著作権との関係でとても重要です。デフォルトの設定は「非

公開」になっています。「公開設定」をクリックすると、QReditは、「あなたが翻訳の対象と
した文書 (原文)は、原文著者が明示的に許可している場合を除いて私的な利用その他など、著
作権法で認められている範囲でしか利用できません。原文著者は，その翻訳を公開しても良い

と (あなたやみんなに)許可をしていますか？」と聞いてきます。許可している場合は「はい」
を選びます。QReditは「使用許諾条件」（どんな条件のもとで公開が許可されているのか）と
「アクセス権限」（翻訳文書を非公開のままにするか、公開するか、（一部の指定した利用者だ

けに）公開し編集を許可するか）を聞いてきますので、適切なものを選びます（図 3）。この、
最後の選択肢については、第 3節「グループ利用」のところで詳しく述べます。
　原文が翻訳の公開を許可していない場合は公開設定を「いいえ」のままにして下さい。その

場合、QReditを使って翻訳した文書の利用は、あなたの個人的な利用に限られます。あなたが
「みんなの翻訳」にログインしたときに見ることができるだけで、他の誰からも見えないよう

になります。

　こうして書誌情報を入力したあとは、「書誌情報を閉じる」ボタンを押しましょう（押さなく

てもかまいませんが）。書誌情報の領域が隠れ、原文領域と翻訳文領域を大きく取ることがで

きるので、翻訳作業の効率が上がります。
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図 4. QReditの辞書引き

2.3.4 QReditを使って翻訳する

　さて、準備が整いました。翻訳したい文書をQReditの原文書領域にコピペします（デフォー
ルトでは原文書領域は左側です）。テキストをコピペしたら「Lookup」ボタンをクリックしま
す。それにより、辞書参照が可能になります。原文書領域の好きな単語をクリックすると、『三

省堂グランドコンサイス英和辞典』をはじめいくつかの辞書を参照することができるようにな

ります。図 4は、原文書の単語をクリックして辞書を参照しているところです。
　QReditの大きな特徴の一つに、マウスで原文領域から辞書引きをポップアップ表示させて
も、キーボードは翻訳文書領域にあるという点があります。ですから、マウスをつかって辞書

引きしながら、キーボードでどんどん翻訳文書を作成することができます。図 4では、辞書引
き小ポップアップ・ウィンドウの一番上に、「P」、「L」、「S」、「M」、「R」の 5文字が表示され
ています。それぞれ、以下の機能を担っています：

P: “paste”の略です。デフォールトはこのモードです。小ポップアップに表示されているいず
れかの文字列／表現をマウスでクリックすると、翻訳文書領域のキーボード・カーソル

の位置にその文字列がコピーされます。

L: “lookup”の略です。マウスで「L」を選んでからポップアップに表示されている原単語をク
リックすると、辞書の情報が新しいポップアップ・ウィンドウで詳細表示されます。いっ

たん開いた詳細参照のポップアップ・ウィンドウ上は、上部の窓に単語を入れることで

辞書引き一般に活用できます。

S: “search”の略です。「S」を選んでからポップアップに表示されている表現をクリックすると、
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新しいウィンドウが開きグーグル検索が実行されます。原文の単語をクリックしたとき

は、その単語によるグーグル検索、翻訳の表現をクリックしたときには原文の単語と翻

訳表現の二つを使ったグーグル検索が行われます。

M: “(translation) memory”の略です。「M」を選んでからポップアップに表示されている表現
をクリックすると、新しいウィンドウが開き、「みんなの翻訳」が保持している対訳データ

ベースの用例からその表現の対訳例が表示されます。対訳データベースの設定は、「ユー

ザ設定」→「基本設定」を開き、下方にある「検索基本設定」で行います。

R: 辞書にない単語や訳語を登録するときに使います。用語登録画面が現れます。用語と対訳
を入力し、「登録」ボタンを押すと用語が登録されます。公開したくないときには「非公

開」に、一定の翻訳者だけで共有したいときには「限定公開」を指定します（限定公開

についてはあとで詳しく述べます）。登録した用語を辞書引きに反映させるときには、一

度、原文書領域上部の「Modify」を押してもう一度「Lookup」を押してください。

2.3.5 原文段落と翻訳文段落の対応

　QReditで原文領域に文書を貼込み、「Lookup」をクリックすると、原文領域にも翻訳文書
領域にも、段落の区切り線が入り、翻訳文書領域には各段落の最初に半角スペースが入ってい

ます。段落の区切り線により、原文書と翻訳文書の段落間の対応を取っているのです。

　けれども、翻訳文を作成しているときに、例えばバックスペースなどで区切り線が消えて、原

文段落と翻訳文段落の対応が崩れてしまうことがあります。そのような場合は、「Shift+Enter
(Return)」で翻訳文領域の段落線を入れ、段落を付加することができます。
　原文領域の段落は、「Modify」を押して段落区切りを編集し「Lookup」することで変えるこ
とができます。原文書が段落の途中に改行が入っていたりした場合には、「Modify」のモード
で改行を取るなどの編集を行って下さい。

2.3.6 翻訳した文書を保存する

　さて、QReditを使って翻訳文書を作成したら、上部にある「保存」をクリックしてから「閉
じる」をクリックします。QRedit画面は閉じ、「みんなの翻訳」のあなたのスペースに戻りま
す。翻訳したばかりの文書が、あなたのスペースに登録されていることがわかるでしょう。

　「保存」の右に「Snapshot」にチェックを入れたりはずしたりすることができます。「Snapshot」
にチェックを入れて保存された翻訳は、次にその翻訳を修正して改めて保存しなおしても、ロ

グとして残されます（最大 10バージョンまで）。ですから、翻訳途中でコンピュータがハング
したり何らかの理由でデータが消えるのを恐れて細かく保存するときは「Snapshot」のチェッ
クを外して保存し、一通り翻訳を仕上げて第 1下訳として取っておきたいときには「Snapshot」
にチェックを入れて保存するとよいでしょう。「Snapshot」保存された文書は、あとでその文書
を表示したとき、タイトルの下に現れる「履歴表示」をクリックすることで参照できます。こ

の機能は、共同編集を通して初心者翻訳者が学習する際に大変有効に活用できます（「3.3 経験
の浅い翻訳者の学習支援機能」を参照して下さい）。

　ここで左上の「みんなの翻訳」ロゴをクリックして「みんなの翻訳」トップページを表示し

てみて下さい。すると、あなたの文書が「新着翻訳」に表示されているのが確認できます。「公

開してないのに！」と思っても、慌てないで下さい。文書の左下にある「本」のマークに赤の
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図 5. ブックマークツールバーの「QRedit起動」を押したときの画面

斜線が入っているはずです。この文書が「新着翻訳」で見えるのは、あなたがログインしてい

るからで、他の人には見えませんし、あなたもログアウトしてしまえば見えなくなります。

2.4 QReditブックマークレットを活用する

　あるウェブページを読んでいるときに、その一部をQReditを使ってすぐに翻訳したいとき
があります。このとき、「みんなの翻訳」ページを開いてログインし・・・というのは少し面倒で

す。こんなときのために、お手元のブラウザに「QReditブックマークレット」を登録しておく
と便利です。

登録： QReditブックマークレットを登録するためには、まず「みんなの翻訳」にログインし、
「ブックマーク」→「マークレット」を選択します。主画面に表示される「QReditブックマー
クレットとは？」から「ブックマークツールバーに追加（おすすめ）」をクリックします。登録

ステップの説明と「QReditブックマークレット」のロゴが表示されますので、マウスを使って
そのロゴをお使いのブラウザのブックマークツールバーにドラッグ＆ドロップします。一度そ

れを行なうと、お使いのブラウザのブックマークツールバーには「QRedit起動」というボタン
がいつでも表示されるようになります。

利用： QReditブックマークレットの利用は簡単です。例えばあなたが英語のニュースサイト
を読んでいたとします。そのページ（の一部）を翻訳したいなと思ったら、ブラウザのブック

マークツールバーに表示されている「QRedit起動」ボタンを押すと、図 5のようにページ右上

9



に翻訳方向の選択ボタン、「Translate」ボタン、「Cancel」ボタンからなるバーが現れます（図
5右上の赤で囲んだ部分）。ここで「Translate」を押すとページの全体が、この段階でマウス
により翻訳したいテキスト領域を指定してから「Translate」を押すと指定した領域が翻訳対象
となってQReditが立ち上がります。マウスでテキスト領域を指定しない場合、システムが自
動的にテキスト領域を抽出しますが、精度が高くないので、テキスト領域を指定して使うこと

に慣れるとよいでしょう。

「Translate」を押したときに「みんなの翻訳」にユーザとしてログインしていない場合、QRedit
が立ち上がる前に、ブラウザは「みんなの翻訳」ホームの「ログイン」画面を開きますからそ

こでログインして下さい。QReditが自動的に立ち上がり翻訳できるようになります。

2.5 自分の文書を管理する

　翻訳文書がどんどん増えて行ったとき、文書を整理したくなることがあります。たとえば、

あなたが、サッカーの記事と犬の記事をいくつか翻訳したとしましょう。そのようなときには、

フォルダを作成して文書を整理します。まず、フォルダを作成するためには、「自分の文書」ペー

ジの「フォルダ作成」をクリックし、フォルダの名前と説明を入力します（例えば名前を「犬」、

説明として「犬の翻訳フォルダ」、など）。すると、「作業フォルダ」（これがあなたの基本領域

です）の下に、「犬」というフォルダができます。翻訳文をドラッグしてフォルダに移すと、そ

れで翻訳文書をフォルダ毎に管理することができます。

3 グループ利用

　「みんなの翻訳」は、NGOやNPO、大学のゼミ、高校の英語クラブなどのグループで翻訳
をするために便利な機能を備えています。以下では、グループで活用する際に必要な基本機能

を説明していきます。登録した用語の共有については、節を変えて、4.2.2で説明します。

3.1 ゆるやかなグループの定義と共同編集

　ここでは、ゆるやかなグループの定義と共同編集を説明します。かっちりしたプロジェクト

形式で共同の翻訳を行なう場合のためには、3.2「翻訳プロジェクト」で説明する「プロジェク
ト」機能を使うのが便利です。

3.1.1 グループを定義する

　「みんなの翻訳」に登録した複数の翻訳者でグループを定義したいときには、以下のように

します。

1. グループ参加者全員が行なうこと：グループの参加者一人一人が「みんなの翻訳」にユー
ザ登録します（2.1を参照して下さい）。グループの中心になる人（ここでは便宜的にモ
デレータと呼びます）は、参加者全員のユーザ IDを知っている必要があります。もちろ
ん、NGOなどでは全員がお互いのユーザ IDを知っておくとよいでしょう。
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2. モデレータが行なうこと (a)：グループの中心になる人は、ログインし、個人スペース
から「翻訳者管理」を選びます。「翻訳者」「グループ」「お知らせブロック」「翻訳者募

集」のサブカテゴリが現れます。ここで使うのは、「翻訳者」と「グループ」です。「翻訳

者管理」をクリックしたところであなたは「翻訳者」ページにいます。ここで、あなた以

外のグループ参加者を全員、「お気に入り翻訳者」に登録していきます。「登録翻訳者一

覧」の「すべての翻訳者」をクリックし、グループに参加するユーザ IDを検索していき
ます（ユーザの検索のとき例えば「mnh」と入れればその文字列を含むユーザ IDが検索
されるので、ユーザ IDはたとえば「mnh01」「mnh02」のように共通文字列を設定して
おくと便利です）。グループ参加予定者のユーザ IDを検索したら、ユーザ ID名の下にあ
る「お気に入りに追加」をクリックします。これにより、当該ユーザ IDはモデレータの
「お気に入り翻訳者」に登録されます。グループに参加する予定のユーザがモデレータの

他に 10人いるとすると、モデレータは 10人のユーザ IDを自分の「お気に入り翻訳者」
に登録する必要があります。

3. モデレータが行なうこと (b)：グループ参加者の IDをすべて登録したら、モデレータは
次に「翻訳者管理」の下の「グループ」をクリックします。「登録グループ一覧」と出た画

面の下に表示される「グループ追加」をクリックし、「Step 1. グループ名を入力します」
で、グループ名を入力します。「Step 2. グループの説明文を入力します」にはグループ
の説明を入れてください。次に「Step 3. 翻訳者を選択します」で、上記 2.の手続きで登
録したグループ参加者をすべてクリックして選びます（黄色く反転します）。モデレータ

本人はすでに黄色く反転されています。グループ参加者を全員選んだら、「Step 4. 作成
ボタンを押します」で「作成」ボタンを押します。「グループ編集結果」と表示され「追

加しました」とのメッセージが出ます。その下に出る「戻る」ボタンを押してください。

「myグループ」に今作ったグループが表示されているはずです。作成したグループ名、参
加者の人数が表示されていることを確認して下さい。問題があるときは「編集」ボタンを

押すと修正することができます。確認して問題がなければ、グループの作成は終了です。

4. モデレータ以外の全員が行なうこと：モデレータがグループを登録したら、登録された
ユーザは「翻訳者管理」→「グループ」を選んで表示される「登録グループ一覧」の「所
属グループ」の下に、モデレータが作成したグループ名が表示されるようになります。こ

のグループが、自分が参加し共同で活動することに合意したグループである場合、「お気

に入りに追加」をクリックして下さい。それにより、当該グループが「お気に入りグルー

プ」に登録されます。

グループの活動のときには、基本的に以上の手順を行なって下さい。

3.1.2 共同編集

　グループで翻訳するとき、例えばお互いに同じ文書を編集できるようにする必要があります。

前にあげた図 3を見てください（この小ウィンドウは、QReditを立ち上げ、書誌事項エリアの
「公開設定」をクリックし、「公開情報を入力して下さい」に対し「はい」を選んだときに出て

きたものでした）。ここで下の方にある「アクセス権限」を見てください。前述したように、こ

こでは、非公開（自分のみが見える）と公開（誰でも見ることができる）の他に、「公開・編

集」という選択肢があります。これをクリックすると、さらに「公開設定」と「編集設定」と

11



いう二つの選択肢が現れます。翻訳文書の閲覧をグループ内に限りたいときには、「公開設定」

を「共同編集者のみに公開」とします。その上で、「編集設定」から「以下で指定したグループ

や翻訳者」を選択し、「翻訳者・グループ選択」ボタンを押します。そうすると「翻訳者選択」

というタイトル・バーのウィンドウが現われます。ここで「グループ」を選択すると、先ほど

定義したグループが表示されますから、そのグループをクリックしてから「OK」をクリック
します。

　このように指定したのちに、作成した翻訳文書を「保存」すると、その文書はグループの参

加者全員に見えるようになり、また全員が編集できる共同編集文書となります。グループ内の

他の参加者がこの文書を参照するときには、それぞれの参加者の個人スペースから「他人の文

書」を選んで下さい。こうして、グループ内で文書を共有することができるようになります。

　なお、モデレータの立場からは、グループを定義すると同時に自分が翻訳した文書について、

共同編集設定でそのグループを指定できるようになります。モデレータ以外のグループ参加者

は 3.1のステップ 4で「所属グループ」を「お気に入りに追加」しないと自分が翻訳した文書
の共同編集対象としてそのグループを指定することはできません。

　ここではグループによる共有を説明しましたが、「翻訳者選択」のところで翻訳者を個別に

指定すれば、指定した翻訳者があなたの文書を閲覧・共同編集できるようになります。

3.2 翻訳プロジェクト

　共同の翻訳をさらに一歩進めて、翻訳プロジェクトを立てたいときがあります。そのために、

「プロジェクト」機能があります。

3.2.1 プロジェクトを定義（作成）する

　「プロジェクト」から「プロジェクト作成」を選びます。主画面で、「プロジェクト名」、「説

明」、「公開属性」、「所属翻訳者・グループ」を指定します。

• 公開属性はデフォールトでは「限定公開」になっています。ほとんどすべてのプロジェク
トがこれにあたるでしょう。

• 「所属翻訳者・グループ」を指定する際に、「プロジェクトメンバーを選択する」をクリッ
クすると、小ポップアップ画面が現れます。ここで「翻訳者」あるいは「グループ」を選

択します。この小ポップアップに現れる翻訳者やグループは、事前に、「翻訳者管理」を

通してお気に入り翻訳者に登録したり、グループを定義したものに限ります。ですから、

まずプロジェクト参加者をお気に入り登録し、グループを作成しておいて下さい。

指定して、「OK」を押すと、プロジェクトができ、作ったプロジェクトページに自動的に移動
します。図 6に、プロジェクト（「説明用プロジェクト」という名前のプロジェクトです）の画
面を示します。プロジェクトを作成すると、プロジェクト用の掲示板がプロジェクトと同じ名

前で作られます（「掲示板」を確認してみて下さい）。
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図 6. プロジェクトの初期画面

3.2.2 翻訳文書を登録する

　プロジェクトを作成したら、図 6に示されたプロジェクト画面から、以下の手順で文書を登
録していきます。

1. プロジェクトページの一番下のブロック「全て」の横にある「追加」ボタンを押す。これ
により、そのプロジェクト内の「文書」ページに移動。

2. 「設定」ボタンを押す。すると、自分が登録している文書一覧がポップアップウィンドウ
に表示されるので、そこから、文書を一つずつ追加し「OK」をクリック。

3. 「進行表」を定義するために、役割、担当、状態、締切り日（任意）を設定。「標準進行」
ボタンを押すと、役割は「翻訳」「修正」「レビュー」「完成」の 4つに設定されます。変
更も自由にできます。

4. プロジェクトを開始するときには、一番下の「状態」を「進行中」に変更。

5. 一番下の「OK」を押す。

「状態」を「進行中」にして「OK」を押すと、プロジェクト参加者全員に、メッセージが届き
ます。最初の翻訳者はそのメッセージに示されたリンクから、翻訳編集を始めることができま

す。一つのプロジェクトで複数の文書を翻訳する場合、このプロセスを繰り返します。
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3.2.3 翻訳する

　プロジェクトの作成者が文書を「進行中」にすると、プロジェクト参加者にメッセージが届き

ます。割り当てられた翻訳者がそれに従って翻訳作業を行ないます。プロジェクトに割り当て

られた文書では、QReditの上部にある「保存」ボタンの横に、「作業中」という選択メニュー
が現れます。個人翻訳と同じようにQReditを使って翻訳し、自分に割り当てられた作業が終
了したときに、「作業中」を「完了」に変更して、文書を保存します（できればスナップショッ

ト保存しておくと、あとで参照でき翻訳の学習に便利です）。すると、メッセージが参加者に

送られます。それを契機に、次の役割を担う翻訳者が作業に入ります。

3.3 グループ間のコミュニケーション

3.3.1 メッセージ

　「メッセージ」ページから、「翻訳者管理」で登録した翻訳者とグループに対して、メッセー

ジを送ることができます。利用法は簡単ですので、説明は省略します。

3.3.2 掲示板

　色々皆でディスカッションするために「掲示板」機能があります。あなたの個人スペースの

左側から「掲示板」をクリックすると「my掲示板」「掲示板一覧」「掲示板作成」の三つが現
れます。

　新たに掲示板を作成するには、「掲示板作成」をクリックして、タイトル、説明を入れ、公開

設定の属性を指定します。ここで「非公開」にすると自分専用のメモ場所として、「公開」にす

ると「みんなの翻訳」全員の掲示板として、「限定公開」にして、次に「公開範囲」の「限定公

開翻訳者を選択する」をクリックして例えばグループを指定すると、そのグループ専用のもの

として、掲示板ができます。「承認設定」で「承認あり」にすると、他の人の投稿は掲示板作成

者であるあなたが承認を出さない限り、投稿者とあなた以外には見えません。

　プロジェクトを定義した場合、そのプロジェクトに対応する掲示板は自動的に作られ、参加

者から見えるようになります。

　他の人が作って、あなたにも公開されているものは、「掲示板一覧」をクリックすると表示さ

れます。

3.3.3 翻訳リクエスト登録・質問登録

　「翻訳リクエスト」は、「みんなの翻訳」に登録している他の翻訳者に向けて翻訳リクエスト

を出す機能です。これまでのところ、あまり長い文章の翻訳リクエストは成就されない傾向が

あります。短い文章のリクエストはほとんど誰かが取り上げて翻訳されています。

　「質問」機能を使って、「みんなの翻訳」登録者に質問を出すことができます。
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4 参照情報源

4.1 翻訳メモリ

　「みんなの翻訳」では、蓄積された対訳を検索することができます。QReditからは、辞書引
きを行なう際に「M」モードを指定することでこれまでの対訳を参照できましたが、それとは
別に、「みんなの翻訳」右上の「検索」機能を使っても対訳検索ができます。検索の部分で「旧

対訳」あるいは「新対訳」のいずれかを選び、検索したい表現を入れて「検索」をクリックす

ると、該当する表現を含む対訳文が表示されます。検索できる対訳文書の一覧は、「ユーザ設

定」の下の「基本設定」ページの下の方にある「検索基本設定」で見ることができます。「対訳

検索対象」をカスタマイズすることもできます。なお、「新対訳」は、QReditの「M」モード
で提供される機能と同じです。

4.2 対訳用語

4.2.1 用語登録

　自分で用語の対訳を登録したいことがあります。そのためには、以下の 3つの方法があり
ます。

1. 一語ずつ、用語と対訳を登録する。これは、QReditの辞書引きポップアップの「R」モー
ドからできるほか、個人スペースの「用語」から「用語登録」を選ぶことでできます。

2. これまで自分で管理していた用語を一括して登録する。「用語」の下の「用語一括登録」
から、自分が管理していた対訳用語集を一定のフォーマットで一括登録することができ

ます。NGOやNPOでは、翻訳の際に用語の対訳を管理していることが少なくありませ
ん。それらを「みんなの翻訳」で活用するときに便利です。

3. 翻訳した文書と原文書から対訳用語対を自動抽出し、チェックして登録する。「用語」の
下の「用語抽出・登録」から、抽出対象とする文書を指定し、そこから対訳用語対を自動

抽出して登録することができます。例えば、単行書の翻訳をするとき、まず、一部を訳し

て、そこから用語抽出し、用語を整理した上で登録しておくと、単行書内での翻訳の一

貫性を保つために有益です。

4.2.2 登録した用語の活用

　あなたが自分で登録した用語は、QReditの辞書引きの際に、他の辞書と同様に辞書引きさ
れ、QReditの辞書引き小ポップアップで一番上に表示されます。また、原文書領域のテキスト
中で、登録した用語にマッチした部分は青色になります。

　あなたが登録した対訳用語対をグループ内で共有したり他の翻訳者と共有することもできま

す。用語を登録する際に「限定公開」を選びます。それから、「用語」の下の「用語管理」を選

択し、グループあるいは他の翻訳者と共有したい用語を選択して、「限定公開翻訳者を選択す

る」をクリックし、公開対象のグループや翻訳者を選択します。最後に「更新」をクリックす

ると、指定したグループや翻訳者が、あなたが限定公開として登録した用語を参照できるよう

になります。このプロセスは少し複雑ですが、特に翻訳プロジェクトを組むような場合、共通

の用語をプロジェクト参加者で共有するために、とても便利です。
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5 経験の浅い翻訳者の学習支援機能

5.1 履歴表示機能

　「みんなの翻訳」では、「Snapshot」保存された翻訳のログを最大 10バージョンまで保持し
ます。あなたのスペースからでも「みんなの翻訳」のトップページからでも、翻訳文書を表示さ

せたとき（タイトルをクリックするか「読む」をクリックすると翻訳文全文が表示されます）、

タイトルと原文へのリンクの下に、「対訳閲覧」「編集」「履歴表示」「ブックマーク追加」が並

んでいます。ただし、「編集」と「履歴表示」は、あなたの文書またはあなたが編集権限を持つ

他人の文書に対してのみ表示されます。

　ここで、履歴表示をクリックして下さい。翻訳文書のログが最大 10個まで表示されます。任
意の 2つを選んで、「選択同士を比較」をクリックすると、その 2バージョンの相違がわかりや
すく表示されます。

　この機能は、あなたが初心者翻訳者で、熟練翻訳者が共同編集者として、あなたの下訳を修

正してくれる場合には強力です。NGOやNPOなどで、ボランティアの翻訳者として参加した
ばかりの人はまず下訳作成の役割を担い、それを熟練翻訳者が修正する、というかたちで翻訳

を行うことが多々あります。このとき、熟練翻訳者は忙しくてあなたの翻訳のどこが悪いか教

えてくれることはほとんどありません。けれども「みんなの翻訳」を使っていれば、あなたは、

熟練翻訳者があなたの翻訳のどこをどう修正したか、自分で対比しながら確認できるわけです。

この機能はまた、大学の翻訳／文献購読ゼミや、高校の野心的な英文和訳練習などでも威力を

発揮します。

5.2 対訳閲覧機能

　「みんなの翻訳」で公開されている文書の多くは、翻訳者が「対訳閲覧」許可を出してくれ

ています（説明しませんでしたが、QReditの書誌情報のところに「対訳閲覧」を許可するか
しないかを選択する場所があります）。ですから、翻訳文書を表示し、「対訳閲覧」ボタンを押

すと、QReditと同じように原文領域と翻訳文領域からなるウィンドウが立ち上がり、そこで、
QReditと同様に原文領域から辞書引きを行うことができます。つまり、他の人が作成した翻訳
文を、原文の辞書を引きながら確認するということができるのです。ただし、翻訳文書の編集

はできません。
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